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１【提出理由】

　当社は、2026年９月29日開催の当社取締役会において、当社の特定子会社の異動を伴う当社連結子会社による子会社

取得を行うことを決議しましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19

条第２項第３号及び第16号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものです。

 

２【報告内容】

１．子会社の取得（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第16号の２に基づく報告内容）

（1）取得対象子会社に関する子会社取得を決定した機関

　2026年９月29日開催の当社取締役会において、子会社取得を決定しました。

 

（2）取得対象子会社に関する子会社取得を行う連結子会社の名称、住所及び代表者の氏名

①　名称　　　　：JLL Med USA Inc.

②　住所　　　　：16802 Aston Street, Irvine, CA. 92606 U.S.A.

③　代表者の氏名：Chief Executive Officer / President　高橋　信雄

 

（3）取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

①　商号　　　　：Cross Vascular, Inc.

②　本店の所在地：535 Stevens Ave. W., Solana Beach, CA, U.S.A.

③　代表者の氏名：President and Chief Executive Officer Brad Klos

④　資本金の額　：（増資前）　　8千米ドル

　　　　　　　　　（増資後）7,274千米ドル（予定）

⑤　純資産の額　：△3,091千米ドル（2025年12月期）

⑥　総資産の額　：113千米ドル（2025年12月期）

⑦　事業の内容　：心房中隔穿刺用高周波システムの開発

 

（4）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益及び純利益

   （単位：千米ドル）

決算期 2023年12月期 2024年12月期 2025年12月期

売上高 － － －

営業損失（△） △585 △77 △2

当期純損失（△） △585 △77 △2

（注）経常利益については、該当する項目がないため、記載を省略しています。

 

（5）取得対象子会社の当社及び連結子会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

　　資本関係：当社及び連結子会社と取得対象子会社との間には、記載すべき資本関係はありません。

　　人的関係：当社及び連結子会社と取得対象子会社との間には、記載すべき人的関係はありません。

　　取引関係：当社及び連結子会社と取得対象子会社との間には、記載すべき取引関係はありません。

 

（6）取得対象子会社に関する当社連結子会社の子会社取得の目的

　当社は、長期的な成長戦略として自社製品のグローバル展開を加速させ、世界最大の市場である米国において事業

基盤を早期に確立するため、米国Cross Vascular, Inc.を買収することを決定しました。当社は、不整脈領域のコア

事業であるEP/アブレーションにおいて、国内でリーディングポジションを確立していますが、今後も継続的な高い

成長が予測されるグローバル市場への展開を進めてまいります。

　買収の対象となるCross Vascular, Inc.は、心房中隔穿刺用高周波システム（RFニードルおよびRFジェネレー

ター）などの製品を開発しており、すでに米国食品医薬品局（FDA)の510（k)認証を取得しています。また、同社は

米国特許商標庁（USPTO）から発行された４件の特許を含む米国での知的財産ポートフォリオを構築しています。

　本買収の戦略的意義について、当社の代表取締役社長執行役員CEOである鈴木啓介は次のように述べています。

「Cross Vascular, Inc.が有するFDA認証取得済みの製品を自社のグローバルポートフォリオに組み込むことで、当

社の米国事業を飛躍的に加速させることが本買収のねらいです。当社は2026年８月に現地法人としてJLL Med USA

Inc.を設立しており、同社が米国市場での販売事業の推進を担います。グローバル戦略を加速することで、グループ

全体の持続的な成長と企業価値の向上につなげてまいります。」
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（7）取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

　　Cross Vascular, Inc.の株式取得：4,734千米ドル（１米ドル157円換算で約743百万円)

　　（内訳として、株主への支払額 734千米ドル、アーンアウトとして最大4,000千米ドルが含まれています）

　　アドバイザリー費用等　　　：約234百万円

　　合計（概算額）　　　　　　：約977百万円

 

２．特定子会社の異動（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号に基づく報告内容）

（1）当該異動に係る特定子会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金及び事業の内容

①　名称　　　　：Cross Vascular, Inc.

②　住所　　　　：535 Stevens Ave. W., Solana Beach, CA, U.S.A.

③　代表者の氏名：President and Chief Executive Officer Brad Klos

④　資本金　　　：（増資前）　　8千米ドル

　　　　　　　　　（増資後）7,274千米ドル（予定）

⑤　事業の内容　：心房中隔穿刺用高周波システムの開発

 

（2）当該異動の前後における当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数及び当該特定子会社の総株主等の議決権

に対する割合

①　当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数

異動前：－

異動後：8,900,000個

②　総株主等の議決権に対する割合

異動前：－

異動後：100.00%

 

（3）当該異動の理由及びその年月日

①　異動の理由　：Cross Vascular, Inc.の債務の支払いおよび事業運営資金等を目的として、JLL Med USA Inc.か

らCross Vascular, Inc.に対して増資を行うことにより、当該孫会社の資本金の額が当社の資本

金の額の100分の10以上に相当し、特定子会社に該当するためです。

②　異動の年月日：2026年９月（予定）

 

以　上
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